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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年6月7日(2018.6.7)

【公開番号】特開2016-201771(P2016-201771A)
【公開日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-066
【出願番号】特願2015-82609(P2015-82609)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｈ０４Ｎ    1/40     　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月12日(2018.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像データに対し縮小処理を行なって、解像度を低くした複数の階層の縮小画像デ
ータを生成する縮小処理手段と、
　前記入力画像データ及び前記複数の階層の縮小画像データにおける注目画素の画素値を
、ノイズが低減された値に補正する補正手段と、
　前記入力画像データ及び前記複数の階層の縮小画像データのうち、２つの画像データを
合成するための合成比率を導出する導出手段と、
　前記補正手段により補正された各画像データに対し、色差に基づく評価値を導出する評
価値導出手段と、
　導出された前記合成比率及び前記評価値に基づいて、前記補正が施された画像データの
うち２つの画像データを合成する合成手段と、
　を備えたことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記合成手段は、前記補正が施された画像データのうち、着目する画像データとその一
つ下の階層の画像データとを合成することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記合成手段は、
　画像データを拡大する拡大処理手段と、
　着目する画像データとその一つ下の階層の画像データとを合成する際に、優先的に前記
一つ下の階層の画像データを使用することが可能かどうかを、前記評価値に基づいて判定
する優先使用判定手段と、
　前記着目する画像データの画素値と、その一つ下の階層の画像データであって前記拡大
する処理により当該着目する画像データと同じ解像度に拡大された画像データの画素値と
を、前記合成比率に基づいて合成する画素値合成手段と
　を有することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
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【請求項４】
　前記画素値合成手段は、以下の式を用いて合成後の画素値を求め、
【数１】

　上記式において、Ｉpostは合成後の画素値を、Ｉdownは下位階層側の画像データの画素
値を、Ｉupは上位階層側の画素値をそれぞれ表し、ｕは上位階層側の画像データをどれだ
け使用するかを表す前記合成比率としての係数を表す、
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記評価値導出手段は、前記注目画素を中心とした二次元的な領域と、前記注目画素を
中心とした複数の異なる方向の一次元的な領域とについて、前記評価値を導出することを
特徴とする前記請求項３又は４の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記優先使用判定手段は、前記二次元的な領域についての評価値によって前記注目画素
とその周囲の画素が無彩色に近いかどうかを判定し、さらに前記一次元的な領域について
の評価値によって色エッジがないことを判定することにより、優先的に前記一つ下の階層
の画像データを使用することが可能かどうかを判定する
　ことを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記評価値導出手段は、前記入力画像データの輝度成分（Ｙ）を表す輝度信号、色差成
分（Ｃｒ、Ｃｂ）を表す色差信号に基づいて前記評価値を算出することを特徴とする請求
項５又は６の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記評価値導出手段は、前記輝度信号および前記色差信号のそれぞれについて以下の式
を用いて前記評価値を算出し、

【数２】

【数３】

【数４】

　上記各式において、Ｙi、Ｃｒi、Ｃｂiはそれぞれ前記二次元的な領域又は前記一次元
的な領域内の画素を表し、Ｎは各領域を構成する画素数を表す、ことを特徴とする請求項
７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記補正手段は、以下の式に従って、前記注目画素の色差成分（Ｃｒ、Ｃｂ）を表す色
差信号の値を補正し、

【数５】
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【数６】

　上記式におけるＣｒ[i]及びＣｂ[i]はそれぞれ前記注目画素を含む所定の領域内の画素
を表し、Ｍは当該所定の領域内の画素数を表す、
　ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記所定の領域内の画素は、前記注目画素に対して以下の式を満たす画素であり、

【数７】

　上記式において、Ｙdiff、Ｃｒdiff、Ｃｂdiffは前記所定の領域内の各画素の値と所定
の比較する画素値との差を表し、ＴｈY、ＴｈCr、ＴｈCbはそれぞれ、輝度成分（Ｙ）に
対する閾値、色差成分（Ｃｒ、Ｃｂ）に対する閾値を表す、
　ことを特徴とする請求項９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記所定の比較する画素値は、前記注目画素の値又は前記注目画素の値にローパスフィ
ルタを掛けた値であることを特徴とする請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　入力画像データに対し縮小処理を行なって、解像度を低くした複数の階層の縮小画像デ
ータを生成するステップと、
　前記入力画像データ及び前記複数の階層の縮小画像データにおける注目画素の画素値を
、ノイズが低減された値に補正するステップと、
　前記入力画像データ及び前記複数の階層の縮小画像データのうち、２つの画像データを
合成するための合成比率を導出するステップと、
　前記補正するステップで補正された各画像データに対し、色差に基づく評価値を導出す
るステップと、
　導出された前記合成比率及び前記評価値に基づいて、前記補正が施された画像データの
うち２つの画像データを合成するステップと、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の画像処理装置として機能さ
せるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る画像処理装置は、入力画像データに対し縮小処理を行なって、解像度を低
くした複数の階層の縮小画像データを生成する縮小処理手段と、前記入力画像データ及び
前記複数の階層の縮小画像データにおける注目画素の画素値を、ノイズが低減された値に
補正する補正手段と、前記入力画像データ及び前記複数の階層の縮小画像データのうち、
２つの画像データを合成するための合成比率を導出する導出手段と、前記補正手段により
補正された各画像データに対し、色差に基づく評価値を導出する評価値導出手段と、導出
された前記合成比率及び前記評価値に基づいて、前記補正が施された画像データのうち２
つの画像データを合成する合成手段と、を備えたことを特徴とする。
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